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呼吸器アレルギー膠原病内科専門医コース

コ ー ス の 全 体 像
呼吸器病学を基盤として、アレルギー学、免疫病学、臨床腫瘍学、心療内科学の専門性も有する”double-board”

専門医を養成する。呼吸専門医、アレルギー専門医、リウマチ専門医、がん治療認定医、臨床腫瘍専門医、心療

内科専門医の育成を個々の医師の希望に添って個別の研修プログラムが設定される。

① 一般呼吸器内科研修（３６ヶ月）の後に、臨床アレルギー学、臨床免疫病学、臨床腫瘍学、心療内科学の研

修を２４ヶ月間それぞれのコースで行う。

② 種々のアレルギー性呼吸器疾患、膠原病、肺癌、心身症に関する広範な専門知識を有して

できる限り多くの症例について治療・管理の実践的知識を体得させる。

③ 臨床的知識を踏まえ、リサーチマインドを持った研究者を育成するために、診断や病態解析の為に分子生物

学的手法を含めた実験技術の訓練を行い、科学論文の作成を指導する。

平成 20 年度文部科学省「大学病院連携型高度医療人養成推進事業」
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大学病院・ 医療機関 診療科名 専門分野名 指導者数 目 的
養成(受入）

人数
期 間

岩手医科大学附属病院 呼吸器アレルギ

ー膠原病内科

呼吸器内科 10 名 呼吸伊疾患御の診断治療に

ついて幅広い知識と経験を習

得する

1 学年 3 名 12 ～ 24

ヶ月

コ ー ス の 実 績
①これまで１０年以上にわたって、アレルギー性肺疾患、膠原病、肺癌、心身症の病態、診断法、治療につい

て国内学会、国際学会に数多く発表してきている。またそれぞれの疾患に関する研究を原著論文として発表

してきている。

②呼吸器疾患の治療法や肺癌の化学療法に関する臨床試験を数多く実施してきており、倫理審査申請等の

諸手続きにも通じている。

コ ー ス の 指 導 状 況
①大学病院では呼吸器専門医１０名、指導医２名、アレルギー専門医６名、がん治療認定医３名、リウマチ専

門医、心療内科専門医２名が指導に当たっている。

②これまでアレルギー性肺疾患、膠原病、肺癌、心身症に関する科学論文作成を指導してきている。

専 門 医 の 取 得 等
学会等名 日本呼吸器学会

資格名 呼吸器専門医

資格要件 ① 内科認定医の資格を有している

② 認定施設における呼吸器科臨床研修を３年以上受けている。

③ 専門医試験に合格する

学会の連携等の概要 アレルギー性肺疾患、膠原病、肺癌の診断治療は呼吸器科で行われることが多

く、診療にあたって先ず呼吸器専門医であることが要求されることが多い。


